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秋
の
叙
勲
で
前
下
野
市
議
の
舘
野
安
光
氏
が
旭
日
双
光
章
を
受
章

11
月
3
日
に
発
表
さ
れ
た
秋
の
叙
勲
に
お

い
て
、
前
下
野
市
議
会
議
員
の
舘
野
安
光
氏

（
仁
良
川
在
住
）
が
、
長
年
の
自
治
体
の
議
員

と
し
て
地
方
自
治
功
労
を
讃
え
ら
れ
、
こ
の

た
び
旭
日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

〜
長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
に
貢
献
〜

民
生
委
員
児
童
委
員
の
7
氏
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た

第
17
回
栃
木
県
民
生
委
員
児
童
委
員
大
会
が
10
月
4
日（
木
）、
宇
都
宮
市

文
化
会
館
に
て
行
わ
れ
、
本
市
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
17
年
間
の
活
動

功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
4
氏
が
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
会
長
表

彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
石
橋
地
区

小
川
　
　
博
氏
　
　
宮
武
　
清
子
氏
　
　
中
澤
　
光
子
氏

●
国
分
寺
地
区

石
嶋
　
宏
子
氏

ま
た
、
こ
の
ほ
か
、
9
年
間
の
活
動
功
績
が
認
め
ら
れ
、
次
の
3
氏
が
栃

木
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
会
長
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

●
石
橋
地
区

伊
澤
　
俊
子
氏
　
　
上
野
　
嘉
彦
氏

●
国
分
寺
地
区

松
本
　
浩
子
氏

各
委
員
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
在
も
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ
て
相

談
・
援
助
を
行
い
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
橋
小
の
中
林
佳
子
事
務
長
が

「
と
ち
ぎ
教
育
賞
」
受
賞

去
る
、
10
月
12
日
（
金
）、
栃
木
県

公
館
に
て
、「
平
成
19
年
度
と
ち
ぎ
教

育
賞
」
表
彰
式
が
あ
り
、
石
橋
小
学

校
の
中
林
佳
子
事
務
長
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

こ
の
表
彰
は
、
今
年
度
新
た
に
創

設
さ
れ
、
日
々
の
教
育
実
践
を
通
じ

て
顕
著
な
教
育
効
果
を
上
げ
て
い
る

教
育
関
係
職
員
に
つ
い
て
、
そ
の
業

績
を
表
彰
す
る
と
と
も
に
広
く
周
知

し
、
あ
わ
せ
て
本
県
教
育
関
係
職
員

の
資
質
・
能
力
や
勤
務
意
欲
の
向
上

と
学
校
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
大
変
名
誉
あ
る
表

彰
で
す
。

今
年
度
は
、
県
内
の
教
育
関
係
職

員
か
ら
50
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
本
市
教
育
の
推
進
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

【
舘
野
氏
の
略
歴
】

◎
昭
和
5
年
10
月
19
日
生

◎
昭
和
47
年
〜
平
成
18
年

南
河
内
町
議
会
議
員
、
下
野
市
議
会
議
員

◎
昭
和
59
年
3
月
〜
61
年
3
月

平
成
9
年
1
月
〜
10
年
3
月

南
河
内
町
議
会
議
長

◎
平
成
18
年
1
月
〜
18
年
4
月

初
代
下
野
市
議
会
議
長

上
段
右
よ
り

上
野
氏
、
伊
澤
氏
、
松
本
氏

下
段
右
よ
り

中
澤
氏
、
宮
武
氏
、
小
川
氏
、
石
嶋
氏
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栃木県少年サッカー大会で南河内ＦＣが3位入賞

第36回栃木県少年サッカー選手権大会が、8月12日～10月28日の期間で行われ、南河内ＦＣのＵ12（5・6
年生）が参加188チーム中ベスト32となり、Ｕ10（4年生以下）が参加152チーム中、3位に入賞しました。
●南河内ＦＣ（U10）メンバー（敬称略）

仲田　仁規（国分寺小） 一戸　亮真（祇園小）
須藤　哲弘（緑小） 佐藤健一郎（祇園小）
手塚　翔太（緑小） 阿部　定広（祇園小）
大野　大我（緑小） 秋元　　実（祇園小）
津川　貴恒（薬師寺小） 坂本　翔太（薬師寺小）
＜練習日時＞木曜日　午後6時30分～（祇園小）

土・日は主に試合、レクリエーション
＜問い合わせ先＞南河内サッカースポーツ少年団

団　長　　大山　茂（電話090-8647-7618）
ブログ　（MINAMIKAWACHI SSS 1988）

明るい町づくりに一役
街路灯30基が贈られました
交通事故や犯罪のない明るい町づくりのために

と、東京電力栃木南支社から市に公衆街路灯30灯
の寄贈の申し出があり、10月25日（木）、国分寺庁
舎公室において広瀬市長に目録が手渡されました。

市では、いた
だいた街路灯を
公共の施設や道
路に設置する予
定です。あたた
かい善意に感謝
いたします。

ソフトテニススポーツ少年団
竹の子クラブの小学生が全国大会へ
10月28日（日）に行われた全国ジュニアソフト

テニス大会（KENKO-CUP）の県予選大会におい
て、竹の子クラブの原田悠太郎・平戸健介選手

（祇園小6年）が準優勝の成績をあげ、12月22日よ
り熊谷市で行われ
る全国大会に出場
することになりま
した。全国での活
躍を期待して応援
しましょう。

古山小学校が
「小学五年生」で紹介

小学生向けの月刊誌「小学五年生」11月号の出
張編集部コーナーで、古山小学校が紹介されまし
た。これは全国の小学校の自慢を紹介するもので、
古山小五年の渡部俊耶くんが編集部に応募したこ
とがきっかけでした。下野市そして古山小を全国
にＰＲしたいと思った
渡部くん。漫画を書く
ことが大好きとのこと
から、クラスメイトと
一緒にプロの漫画家か
ら手ほどきを受け、大
変楽しい日となったそ
うです。

下野市の剣豪が県大会制覇
初の全日本選手権へ

第55回全日本剣道選手権県予選で初優勝を飾っ
た鈴木慎太郎選手（石橋）が、広瀬市長を訪問し、
喜びの報告をしてくれました。七段をもつ父・守
さん（国分寺中教員）を筆頭に、姉妹も各大会で
活躍する「剣道一
家」に生まれた鈴
木選手。4度目の
挑戦で悲願の初優
勝 を 果 た し ま し
た。まだ23歳で伸
び盛り、今後の活
躍にも注目です。
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10月20日（土）、国分寺姿西児童館と国分寺駅西児
童館共催による『第2回じどうかんまつり』が国分
寺駅西児童館で開催されました。

この日は、前日の大雨がうそのように晴れ渡り、
秋晴れの中で実施できました。「じどうかんまつり」
を楽しみにたくさんの子どもたちが、午前10時の開
催時間前から集まり、始まるのを待っていました。

子どもたちは、ストロートンボ作り、アートバル
ーン作り、かざぐるま作りなど多彩な遊びや、アン
パンマンの着ぐるみ登場にも大喜びでした。

200人以上の幼児から高齢者の方が参加していた
だき大盛況に終わりました。子どもたちのうれしそ
うな笑顔に、お手伝いをしていただいた学童クラブ
の保護者の方、職員一同感謝と喜びで一杯でした。

児童館は子どもたちの遊び場です。いろいろな遊
びをしながら、心身共に健康に育ってほしいと思い
ます。

去る10月5日（金）、旧石橋中学校跡地において
第31回消火競技大会が行われました。

この大会は石橋地区消防組合管内（下野市・上
三川町・壬生町）の危険物保安協会員、女性防火
クラブ員が参加し、備え付けの消火器による消火
競技を行い、消火技術の向上を図るとともに万一
火災等の災害に際しては、自らの力によって消火
に努め被害を最小限度にとどめることを目的とし
ています。

この日は、下野市女性防火クラブ6チームが参
加し、女性防火
クラブの部で石
橋Ｂチーム（指
揮者：大橋智子
さん、消火者：
大 嶋 信 子 さ ん ）
が見事優勝を飾
りました。

県民の声を県政に反映させることを目的に10月
24日（水）、「地域県政懇談会」が開催され、市か
ら各種団体の代表者ら13名が出席し、日ごろ困っ
ている地域の現状を説明し、支援を訴えました。

県の担当者から県政の運営状況について説明が
された後、参加者から「県道の整備を」「申請に
対する許認可の迅速化を」「特産物であるかんぴ
ょうの消費拡大対策を」などの意見や質問が次々
と出されました。

◆
南
河
内
会
場

10
月
18
日（
木
）

◆
石
橋
会
場

10
月
23
日（
火
）

◆
国
分
寺
会
場

10
月
30
日（
火
）

児童館って楽しいよ！

消火競技大会が行われました

健康保持と親睦・レクリエーションにより生き
がいを高めることを目的に、「ふれあい福祉運動
会」が各地区で開催されました。大勢のお年寄り
や小さなお子さん達が参加し、趣向が凝らされた
楽しいゲームや競技に汗を流しました。会場から
は楽しい笑い声や大きな拍手がおこるなど、楽し
く、ゆかいな運動会となりました。

ふれあい福祉運動会を
各地区で開催

地域県政懇談会で県に要望
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去
る
11
月
3
日（
土
）、
平
成
19

年
度
の
下
野
市
消
防
団
通
常
点
検
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
晴
天
の
も
と
、
国

分
寺
運
動
公
園
で
実
施
さ
れ
た
通
常

点
検
で
は
、
t
山
利
夫
団
長
の
指
揮

の
も
と
、
服
装
点
検
、
機
械
器
具
点

検
、
ポ
ン
プ
操
法
点
検
等
が
行
わ
れ
、

災
害
時
に
お
け
る
備
え
が
万
全
で
あ

る
か
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

業
務
遂
行
に
貢
献
さ
れ
た
団
員
へ
の

表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

点
検
終
了
後
に
は
、
下
野
市
消
防

団
分
列
行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
分

列
行
進
に
は
、
愛
泉
幼
稚
園
の
鼓
笛

隊
・
女
性
防
火
ク
ラ
ブ
・
石
橋
消
防

署
車
両
4
台
も
参
加
し
、
ひ
と
き
わ

盛
大
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の

と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

●
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
模
範
消
防
団
員

倉
井
　
茂
樹

●
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

◆
功
績
章

牧
野
喜
代
志
　

◆
勤
続
章
（
二
十
年
）

高
山
　
邦
重
　
　
濱
野
　
吉
弘

◆
　
同
　
（
十
五
年
）

富
永
　
一
雄
　
　
他
8
名

◆
　
同
　
（
十
年
）

上
野
　
　
登
　
　
他
11
名

●
栃
木
県
消
防
協
会

下
都
賀
支
部
長
表
彰

◆
功
績
章
（
八
年
）

野
澤
　
英
之
　
　
他
20
名

◆
勤
続
章
（
五
年
）

水
沢
　
剛
明
　
　
他
41
名

●
石
橋
地
区
消
防
団

連
絡
協
議
会
長
表
彰

◆
優
良
部

第
三
分
団
第
三
部

第
二
分
団
第
三
部

●
下
野
市
長
表
彰

◆
退
職
団
員
感
謝
状

稲
見
　
　
実
　
　
高
野
　
浩
美

吉
田
　
　
稔
　
　
池
田
　
昌
宏

野
口
　
浩
一
　
　
野
口
　
庸
夫

小
堀
　
義
美
　
　
小
川
　
　
亨

倉
井
　
和
行
　
　
野
口
　
明
良

矢
上
　
隆
敏
　
　
小
島
　
英
明

吉
田
　
　
進
　
　
稲
葉
　
充
昭

北
野
　
輝
好
　
　
永
井
　
克
規

山
田
　
泰
司

◆
永
年
勤
続
団
員
家
族
感
謝
状
贈
呈

上
野
　
利
子
　
　
伊
澤
　
正
江

飯
野
　
正
江
　
　
青
柳
　
史
恵

渡
邉
　
里
美
　
　
田
仲
友
美
子

野
澤
　
深
雪
　
　
渡
辺
　
源
一

稲
葉
　
利
勝
　
　
生
井
　
真
澄

菊
地
　
利
光
　
　
永
井
　
康
子

●
下
野
市
消
防
団
長
表
彰

◆
優
良
部
　

第
三
分
団
第
三
部

第
二
分
団
第
三
部

◆
優
良
団
員
（
七
年
）

野
澤
　
剛
士
　
　
他
29
名

【
小
型
ポ
ン
プ
の
部
】

◎
団
　
体

総
合
優
勝

第
二
分
団
第
三
部

準

優

勝

第
二
分
団
第
二
部

◆
指
揮
者

増
田
　
徹

（
第
二
分
団
第
三
部
）

◆
一
番
員

t
山
　
智
紀

（
第
二
分
団
第
三
部
）

◆
二
番
員

神
戸
　
好
文

（
第
二
分
団
第
三
部
）

◆
三
番
員

須
藤
　
武

（
第
二
分
団
第
三
部
）小型ポンプの部で総合優勝した第2分団第3部 ポンプ車の部で総合優勝した第3分団第3部

第
二
回
市
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会

第
三
分
団
第
三
部
と

第
二
分
団
第
三
部
が
優
勝

市
消
防
団
の
第
二
回
ポ
ン
プ
操

法
大
会
が
10
月
21
日（
日
）、
国
分

寺
運
動
公
園
で
開
催
さ
れ
、
ポ
ン

プ
車
の
部
で
第
三
分
団
第
三
部

（
本
吉
田
・
磯
部
担
当
）
が
、
小
型

ポ
ン
プ
の
部
で
第
二
分
団
第
三
部

（
絹
板
・
絹
板
台
・
台
坪
山
担
当
）

が
見
事
総
合
優
勝
を
果
た
し
ま
し

た
。競

技
会
に
は
市
内
の
八
分
団
か

ら
二
十
五
部
全
て
が
出
場
し
、
火

元
を
消
火
す
る
作
業
の
迅
速
正
確

さ
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

【
ポ
ン
プ
車
の
部
】

◎
団
　
体

総
合
優
勝

第
三
分
団
第
三
部

準

優

勝

第
六
分
団
第
二
部

第

三

位

第
六
分
団
第
一
部

◎
個
人
の
部

◆
指
揮
者
　
上
野
　
真
志

（
第
三
分
団
第
三
部
）

◆
一
番
員

海
老
原
康
裕

（
第
三
分
団
第
三
部
）

◆
二
番
員

栗
原
　
弘
幸

（
第
六
分
団
第
二
部
）

◆
三
番
員

海
老
原
隆
史

（
第
三
分
団
第
三
部
）

◆
四
番
員

渡
邊
　
武
彦

（
第
六
分
団
第
二
部
）

優
良
団
員
を
表
彰
す
る
q
山
団
長

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

６
万
市
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
ま
す
！

下
野
市
消
防
団
通
常
点
検

幼稚園児も分列行進に参加
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10月25日（木）、南河内公民館において、市内小・中学校理科主任の先生方を審査員として、第2回理科
研究展覧会の審査会が行われました。

各校の校内審査を経て出品された、出品人数170名、133作品のなかから、次の作品が優秀賞に選ばれ、
南河内体育センターで行われた「市民芸術文化祭・市民の作品展」にも展示されました。

優秀賞に入賞されたみなさん、おめでとうございます。（敬称略）
《下野市理科展覧会　優秀賞作品》
◎小学校の部

第2回下野市理科研究展覧会優秀賞入賞者

栃木法人会石橋地区では、石橋地区内の小学6年生を対象に、標語コンクールを実施しました。入賞さ
れた方は次のとおりです。（敬称略）
◆栃木税務署長賞　　

久保　雄大（石橋小） 『生かされている　ぼくが納めた　消費税』
◆下野市長賞

t 木　彩貴（古山小） 『税金は　明るい未来　築きます』
◆栃木法人会石橋地区会長賞

青山　　暉（石橋小） 小関　渚月（石橋小） 石川　裕己（石橋小） 山崎　裕大（石橋小）
大山智恵子（石橋小） t 根澤仁美（石橋小） 上野　元輝（古山小） 小倉　愛理（古山小）
堀　あすか（細谷小） 高木　萌花（石橋北小）

税に関する標語コンクール入賞者

研究題目 研究者名 学校名
しょくぶつのふしぎ
はなびらぶえをならそう
じしゃくのちからくらべ
時さぼけ朝顔　てつや朝顔　まっくら朝顔のかんさつ
いろんなボールのはねかたしらべ
よくとぶ紙ひこうきのけんきゅう
バナナはどうして黒くなるのか
どうしてうくのかな
ダンゴムシの研究２
ビックリ箱電子レンジにチャレンジ
赤じそ染め
パラシュートの実験
スライムのふしぎ
ボウフラ　お金でフラフラ
かんきょうにやさしいエコよごれ落としにチャレンジ
洗たく物のかわき方
川のよごれの調査
箒川の研究　川は上流から下流へどのように変化するか
－特に支流の質、川の大きさ、流れの速さについて－
バナナチップを作ろう！
浮草の研究　ＰＡＲＴ２
きれいな花氷を作ろう

津　川  英　誉
上　野　孝　典
丸　山　遥　暉
矢田部　日向子
野　村　柚衣子
小　嶋　隆一郎
尾　仲　夏　鈴
三　宅　真　央
佐　藤　　　翼
斎　藤　瑞　穂
近　藤　みひろ
桜　井　周　平
刀　禰　貴　太
吉　田　峻　也
舘　野　結　香
倉　井　陽太郎
佐　藤　花　保

武　馬　大　之　
小　池　佑　嘉
青　木　莉　佳
鈴　木　つかさ

薬 師 寺 小
吉 田 東 小
石 橋 小
緑 小
国 分 寺 小
国 分 寺 小
祇 園 小
緑 小
緑 小
国 分 寺 小
国 分 寺 西 小
国 分 寺 東 小
国 分 寺 東 小
祇 園 小
石 橋 小
古 山 小
祇 園 小

祇 園 小

石 橋 小
古 山 小
古 山 小

1年

2年

3年

4年

5年

6年

研究題目 研究者名 学校名
さびやすさの研究
大気汚染の松の葉への影響について
水ぬき大作戦
手作り電池の研究
淡水生巻き貝の生態の観察と研究
酸性雨の調査
おいしいホットケーキはキツネ色…?
～少しだけ酸性とアルカリ性　その４～
松の気孔で観る大気汚染
What's  紫外線？〈second〉
地下水を飲もう

山　田　智　代
福　田　博　子
櫻　井　毬　子
久保田　　　梓
石　田　つぐみ
舘　野　智　哉

須　田　千　尋

長　岡　利　奈
辻　村　里　奈
田　口　絵　理

国 分 寺 中
石 橋 中
南河内第二中
南河内第二中
石 橋 中
石 橋 中

南河内第二中

南河内第二中
石 橋 中
南 河 内 中

1年

2年

3年

◎中学校の部




